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第７３回卒業証書授与式 

（ホームページで紹介していますので、写真などはぜひそちらをご覧ください☝☝☝） 

 ３月９日、本校第７３回目の卒業証書授与式を挙行しました。１０名の来賓の皆様にご臨席いただき、

今年度は６名の卒業を見届けていただきました。ご祝辞やお祝いの言葉のほか、たくさんの皆さまから

志学ならではの温かい見送りをしていただき、卒業生の門出に華を添えていただきました。６名は志学

での学び、皆様からの激励に応えるべく、新たな舞台でがんばってくれるものと期待しています。 

校長式辞（下左）、在校生送辞（下右）、卒業生答辞（右ページ）を掲載します（いずれも一部を抜粋）。 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和７年度 学校教育目標 継承と進化    

三瓶の春は、空の青、桜のピンク、菜の花の黄色、そして木々

の緑と、すばらしいコントラストを織りなし、私たちに癒しと

パワーを与えてくれ、私もその到来が本当に待ち遠しいです。 

 

皆さんはこの４月から志学の地を離れて生活します。大勢の

新しい仲間に囲まれて、気の合う友達もすぐにできることと思

います。知らなかった新しい時間の使い方や楽しいことも知る

でしょう。様々な意見や考えに触れ、大勢っていいな、感じる

場面もあると思います。 

しかし、そうした新しく、華やかで、密度の濃い生活の中に

あっても、時々でいい。このふるさと志学での生活を思い出し

てほしいのです。 

春には六千本を超える桜が咲き乱れ、大自然が作り出す色や

音や、においのコンビネーションは皆さんを優しく包み、時の

苦しみや辛いことを忘れさせてくれたはずです。地域の皆さん

の存在も、決して忘れてはいけません。夏には毎日プールに入

りましたね。監視員を務めてくださった地域の皆さんは、いつ

でもどこでも、皆さんを温かく迎えてくださいました。学校で

もまちセンでも、行事があれば駆けつけ、協力や応援をしてく

ださいました。冬、どんなに大雪が降っていても、通学路はい

つの間にか、雪かきが終わっていて、皆さんを安全に学校まで

導いてくれました。 

皆さんの世代が、このあったかくて、優しい志学の伝統を継

承していかなければなりません。地元に根付く様々な行事やイ

ベントを、人たちのもつ雰囲気とともに、使命感をもって継承

していかなければならないのです。 

私はここ志学中に来て２年、人生で最も、何かを「継承」す

ることの意味と大切さを実感して毎日を過ごしています。 

一方で、歴史や伝統を重んじるあまり、新しいものを取り入

れることを避けていては、世の中に取り残されてしまいます。

現代の世界はとてつもないスピードで進化を続けており、いま

私たちがこうしている瞬間にも、次々と新しい技術が生まれ、

「常識」というものがどんどん書き換えられています。 

古きよきものを正しく、誠実に次の世代にバトンタッチする

橋渡しの役割を果たし、また時代の流れに遅れないよう、貪欲

に新しい情報や様式を取り込んでいく。これこそが、これから

を生きる皆さんに必要な資質であると私は思っています。 

志学の地で学んだ優しく、まっすぐな感性を生かし、都会の

人のもつそれとは違った視点で、これからの日本を、世界を「継

承」、そして「進化」させてほしい。これが私から皆さんに送る

最後の言葉です。 

生徒会活動は、「煌めく」をスローガンに掲げ、全員で「みん

なが笑顔で活気のある学校」をめざして取り組んだ、充実した

時間でした。 

運動会では、限られた準備期間の中で、両組とも素晴らしい

ダンスを完成させました。思うように練習が進まず、焦りと不

安がふくらんできたときもありました。そんなときでも、皆さ

んはいつも優しく、丁寧に教えてくださいました。そのおかげ

で私もだんだん落ち着いてきて、もっと楽しんで踊ろう、と思

えるようになりました。本番では、笑顔いっぱいにダンスを踊

ることができました。 

文化祭では、３年生の作った台本をもとに、演劇の準備を進

めました。ステージでの動きや声の大きさなど、細かいところ

まで、すべてみんなで話し合って、つくった演劇です。最初、

私は自信がもてず、なかなか自分の意見が言えませんでした。

けれど、皆さんがどんどん意見を出し合ったり、行動しておら

れたりする姿を見ていると、自分も勇気を出してアイディアを

出そう、という気持ちに変わっていきました。発表後、自分た

ちで作り上げたという大きな達成感を感じることができまし

た。皆さんの力があったから、運動会とはまた違う笑顔になれ

たと思います。 

また、部活動は、私にとって辛い練習で、嫌になるときがあ

りました。それでも頑張れたのは、皆さんの一生懸命な姿があ

ったからです。私も皆さんのようになりたいと、憧れる気持ち

がふくらんで、日に日に嫌な気持ちがなくなっていきました。

準備や片付けも、自分から進んでしておられました。私も自分

から行動できるようになりたいです。 

そして、何よりも思い出に残っているのは、一緒に過ごした

休み時間です。みんなで楽しく雑談をして笑いあっていまし

た。私はいつも、皆さんと雑談をすることを楽しみにしていま

した。また、勉強でわからないところを優しく教えてくださり、

すごくうれしかったです。何か嫌なことがあったときでも、皆

さんの笑顔を見ているうちに、いつも気持ちが楽になっていき

ました。 

こうして振り返ってみると、運動会や文化祭で自分から意見

を出し、みんなを引っ張ってくださったこと。部活動で一生懸

命に頑張る姿を見せてくださったこと。休み時間に一緒に笑い

あったこと。勉強で分からないところを優しく教えてくださっ

たこと。その一つ一つが私にとって大切な思い出であり、目標

となっています。皆さんの背中を見て、私も頑張ろうと思える

ようになりました。本当にありがとうございました。 



学校評価結果 
今年度も学校評価にご協力いただき、ありがとうございまし

た。生徒、保護者、教職員の評価結果ならびに、学校関係者評価

として、先日の学校運営協議会で委員の皆様からいただきました

評価、ご意見を裏面に掲載しております。学校では早速この評価

結果を受け、担当分掌にて改善計画について話し合い、その内容

も掲載しております。今後とも、学校教育活動に対しまして、忌

憚のないご意見を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

第３回学校運営協議会 
 

今年度３回目となる学校運営協議

会を開催しました。今回は学校評価

について、分析結果等をお伝えしま

した。また結果を受けて、今後の改

善計画について説明後、評価やご意

見をいただきました。あいさつや家

庭学習の充実などについて、意見交

換がなされました。今年度の学校評

価と合わせ、裏面に掲載しておりま

す。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

日 曜 行 事 

24 火 修了式 離任式 

4/1 水 
部活動休止期間 
（～５日：大田市の
取り決めによる） 

8 水 始業式 

9 木 入学式 

25 土 
授業公開 
PTA総会 

予餞会 

卒業する６名の皆さんに楽しん 

でもらおうと新生徒会メンバーで 

準備し、３月６日に開催しました。 

みんなで卓球をして大笑いしたり、 

ジェスチャーゲームではしゃいだ 

り、また昔の写真にほのぼのした 

りと、一緒にステキな時間を共有 

し、卒業を前に、また一つ新しい 

思い出を刻むことができました。 

サプライズで教員からの贈り物も 

あり、大いに盛り上がりました。 

●３年生では、部活動も引退し、受験勉強に打ち込むようになりました。必死に勉強してもなかなか点数に現れず、しんどい時期も

ありました。周りはできるのに、私にはできないことが多く、なんで私にはできないのだろうと思うこともありました。でも勉強

をする手を止めませんでした。分からない問題はすぐ先生に質問したり、過去問を何度もやったりして自信をつけていきました。

たくさんの方が応援して下さったおかげで、最後までやりきることができました。 

●３年生になった時、先生方に砲丸を進められ挑戦してみると、今までより楽しく、自主的に競技に取り組めるようになりました。

本気で取り組むにつれて、今まで考えたこともなかった「県総体に出たい。」という思いをもつようになりました。そこから毎日あ

きらめないで練習すると、無事みんなと一緒に県総体に出場することができました。このことから、自分に合わないことを無理に

続けるよりも、新しいことにチャレンジしてみることや、最後まであきらめずに頑張ることが大切だと学びました。 

●この３年間で自分の意見を言えるようになりました。また、部活動も最後までやり遂げることができました。それは自分一人だけ

で成長したのではなく、これまでいろいろな活動で私を応援してくれた人、私のそばにいてくれた人がいるからだと本当に感謝の

気持ちでいっぱいです。高校にいっても中学校生活で積んだ経験や自分の気持ちを忘れずに生活していきたいです。そして、協力

していくことの大切さ、仲間の大切さを心に、部活や勉強に取り組んでいきたいです。 

●３年生では、学力が伸びる面白さを知ることができました。でも、周りがテストで成績をどんどん伸ばしていく中で自分だけ伸び

ないことに焦りを感じることもありました。それでも諦めずに先生に分からないところを聞いたり、受験対策プリントを作っても

らったりして成績を伸ばし、絶対受かるという気持ちで受験に向かいました。この１年で努力しないと結果は報われないというこ

とを勉強の中から学びました。勉強や部活動、様々な活動の中から得たものを、卒業してからも活かして、自分の道を歩んでいき

たいです。 

●１年間を通して僕はたくさんのことを学びました。積極的に取り組んで行動すること。友達と活動することの楽しさ、大切さ。自

分に対する向き合い方。相手のことを考えること。それはたくさんの人が僕に与えてくれたものだと思っています。先生方、本当

に頼りきりの三年間でした、頑張れるようになったのは助けてもらった結果だと思います。次に家族の皆さん、本当に迷惑をかけ

続けました。つらいとき支えてくれた家族には本当に感謝しています。これからも迷惑をかけ続けると思いますがよろしくお願い

します。 

●僕が３年間で成長したことの一つ目は皆さんの前で発表することが出来るようになったこと、二つ目は、なかよし交流会の時に色

んな人とお話しをすることが出来たこと、三つ目は、色んな事に挑戦することができたことです。具体的には、SST で衣装体験や

グッズ作り体験を開くことができたことです。地域の皆さん、先生方、家族の皆さん、お陰で今日こうして卒業することができま

した。本当にありがとうございました。 


